





























An Attempt to Develop a Measurement Scale of English Learners’ Motivations 




After English education was introduced in elementary schools in Japan, the issues of prolongation of English 
learning have arisen. Under such conditions, it is essential for junior high school students to continue to main-
tain high motivation to learn English. However, empirical studies have shown that many students tend to lose 
willingness to learn English in the 1st year of junior high school. Hence, it is meaningful for instructors to oc-
casionally measure learners’ motivation to learn English for the curriculum design or class management. In 
this study, the authors attempted to develop a measurement scale on the motivations to learn English 
through the joint research project between Meikai Universityʼs Teacher-Training-Support Center and Adachi 
City. First, 22 items were prepared. Then, exploratory factor analysis （EFA） was performed to clarify the un-
derlying structures, and three factors were extracted as follows; intercultural exchanges, career achieve-
ments, and self-directed learning. Then, the factor structure extracted by EFA was confirmed by confirmato-
































































































































































これら 3 つの動機において，2005 年以降に出版さ















































































































































場合，結果は有意になる傾向がある （Bentler & 
Bonnet, 1980）。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め，Hu 
&Bentler （1999）は，少なくとも他に 2 つの適合度
指標を用いることを提唱している。そこで，本研究
では GFI（Goodness of Fit Index），AGFI（Adjust-
ed GFI），RMSEA （Root Mean Square Error of 
Approximation）を用いた。






GFI と AGFI は 0.9 以上であれば説明力のあるモデ
ルであるとされる（Hu & Bentler, 1999）。また，




断される（Browne & Cudeck, 1993）。
調査結果
　因子分析の前に，質問項目の予備的分析を行なっ





正規分布の確認をしたところ，± 2 を超えておらず 









項　　目 F1 F2 F3
F1: 異文化交流動機
 8 ．外国の人と友達になりたい .963 －.127 －.002
 7 ．様々な国を旅行したい .792 －.055 －.043
14．世界の人々とコミュニケーションしたい .786 .093 .001
10．外国やその文化に関心がある .684  .095 .003
 5 ．英語ができるようになって，洋楽や洋画，英語の本やネットサイトを楽しみたい .595 .062 .064
 6 ．外国の高校や大学に留学したい .551 .200 －.067
F2: 進路達成動機
22．英語を勉強しないといい仕事につけない －.065 .893 －.268
13．英語ができるようになって、いい高校や大学に進学したい .192 .591 －.084
20．友達が英語を勉強しているので刺激や影響を受ける .123 .589 －.108
21．自分には英語を身につける能力がある .011 .576 .188
F3：自発的学習動機
 4 ．英語学習は楽しい .003 .131 .785
 1 ．英語を聞いたり、話したりすることは楽しい .072 .136 .732
15．親や先生が言うので、仕方なく英語を勉強している .049 .294 －.552














Amos Graphics 22 J （Arbuckle, 2013）を使用して
確証的因子分析を行なったところ，データとの十分
な適合度を示していることが確認された（χ2（62） = 
642.974, p < .001, χ2/df = 10.371, GFI = .960, AGFI 




分析を行なったところ，適合度指標は （χ2（51） = 
481.213, p < .001, χ2/df = 10.371, GFI = .968, AGFI 
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英語学習動機尺度開発の試み
付録
 1 ．英語を聞いたり，話したりすることは楽しい
 2 ．英語を話せる人にあこがれる
 3 ．将来，英語を使って仕事をしたい
 4 ．英語学習は楽しい
 5 ．英語ができるようになって，洋楽や洋画，英語の本やネットサイトを楽しみたい
 6 ．外国の高校や大学に留学したい
 7 ．様々な国を旅行したい
 8 ．外国の人と友達になりたい
 9 ．英語のテストでいい点数を取りたい
10．外国やその文化に関心がある
11．世界で活躍する人になりたい
12．日本の文化を世界の人に知ってもらいたい
13．英語ができるようになって，いい高校や大学に進学したい
14．世界の人々とコミュニケーションしたい
15．親や先生が言うので，仕方なく英語を勉強している
16．英語が話せるとかっこいい
17．英語の勉強は将来役に立つ
18．勉強すれば，英語はできるようになる
19．今，英語を勉強しておかないと将来後悔する
20．友達が英語を勉強しているので刺激や影響を受ける
21．自分には英語を身につける能力がある
22．英語を勉強しないといい仕事につけない
